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大空町議会【議会報告会・町民との意見交流会】 主な質問・意見等集約表 

会場 開催日 開催時間 参加者 

大空町議事堂文化ホール 平成25年２月２４日(日) 13：30 ～ 17：10 
町 民 議 員 計 

39人 12人 51人 

「議会報告会の部」での質問・意見等（両常任委員会委員長報告後） 

主な質問・意見等 議会側の回答 

① 昨年、議会基本条例が策定され、その中心にある

ものは的確な情報公開であると感じている。東藻琴

のイチゴの事件について、何百万円という損害があ

るようだが、町広報に掲載された内容は収穫が遅れ

るということのお詫びだけであり、直接的なお詫び

はなかった。報告会の議題にもない。どう考えてい

るのか。 

● 広報については直接的な謝罪はなかった。報告会

の議題にないのは、内容を決定する後に発覚したこ

とであった。 

  残留農薬が発覚したのが年末年始であり電話で

の報告とした。即、委員会を開催するのではなく、

原因究明の調査をしっかり行ってから報告いただ

く必要があると判断し、年明けに委員会を開催し

た。 

  その後の対応としては、苗を廃棄処分し、床土も

全て入れ替えた。詳しい数字等は、議会側に報告が

ない状況である。 

  初歩的なミスであり、産業建設常任委員会の中

で、かなり厳しい意見が出された。所管課へは、管

理体制について徹底的な指導を委託先にするよう

にお願いした。 

 

● 正確な状況が把握された後に、産業建設委員会で

検討した結果である。 

  イチゴハウスの管理は、町が芝桜公園管理公社に

委託している。議会は、直接的には（芝桜公園管理

公社に対して意見を述べるのではなく、町側に対し

て）調査、確認するという立場である。 

② イチゴに関する結論は、いつでるのか。 

  （指定管理者に関することに対して、議会は）実

質的な所管ではない趣旨の発言があったが、議会は

町で起こった全てのことに対するチェック機関で

ある。そこできちっとした結論が出されなければ、

せっかく議会基本条例をつくっても、形落ちになっ

てしまうのではないか。 

● ２カ月ほど収穫が遅れるが、消費者の手元に行く

前に判明したことに、議会としては安堵している。

  損害額については、再定植に要する費用とイチゴ

の売払い収入見込み額の分を合わせると３００万

円程度ということである。再定植に係る費用は１８

６万５，８５０円である。 

③ 大空町の条例の中に、研修派遣制度に関する条例

があることは、御存じだろう。町が行う事業に対し

て、その事業に精通している、知識豊富な方を企業

● 行政側に伝えたい。 

 

● イチゴの指導者については、東藻琴高校の先生や
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なり、民間から派遣してもらい、指導していただく

研修派遣制度である（？発言趣旨の条例は、ない）。

イチゴ栽培については、知識の乏しい方が行ってい

たようであるが、そういう条例がありながら、なぜ

サポート体制をしっかりと取らなかったのか。 

また、委託契約については保険に加入すること

も、条例で決められている（？）。そういう体制を

取っていたのか。 

農業改良普及センターにも協力いただくこととし

ている。 

 

● 今後はＪＡとの連携を密にして、東藻琴高校、農

業改良普及センター、東京農業大学などからの指導

体制の確立をするように、意見を出した。また、マ

ニュアル、業務日誌の作成を行い、管理していくと

いうことで委員会としては様子を見ている状況で

ある。 

④ イチゴの関係について、質問をしなかったら、報

告会で触れないというのはいかがなものか。３００

万円は大変な金額である。産業建設常任委員会での

審議状況を聞いたが、議員は何にも感じていないの

ではないか。事件が起きたら、すぐに対応していく

べきである。年末年始というのは、言い訳にならな

い。町民がどう考えているのか、真剣に議論してい

ただきたい。 

● 行政側から連絡があった時点では、廃棄等の対応

が全て終わったような状況ではなかった。 

  今回の件について、対応前後にいろいろなうわさ

も流れているようだが、議会側にきちっと情報は入

ってきている。その点は了会してほしい。 

  （イチゴに限らず、総体的に）検討すべき事象が

発生したときには議会側へ報告があり、その際にそ

れぞれ判断させていただいている。 

⑤ 情報が入っているならば、なぜすぐに委員会を開

催しなかったのか。 

 

● 議会としてチェック機能をしっかりしており、十

分な情報収集をしていただいた後に、議論をする必

要があると判断をした。 

 

● １２月２５日に発覚し、２８日に電話連絡で報告

があった。調査が十分に行われていると判断できな

かったため、１月１８日の委員会までに詳細につい

て調べていただくように担当者に厳しく言った。 

  経済的損失は、芝桜公園管理公社への委託契約の

中で解決している。公社が負担をしている。イチゴ

についても、床土を入れかえ、町民に提供できるよ

うに対応している。 

  議会は、町側から提供された情報を審議する機関

である。 

⑥ 情報公開をしていない。議会側で調査した結果

を、なぜきちっと町民に知らせていかないのか。対

策、措置について明確にする必要があるのではない

か。 

● 所管委員会としても行政側と協議等を行い、行政

側のお知らせ号で周知していきたい。 

⑦ 芝桜公園管理公社は、観光施設を整備、管理する

ために行政が出資をしてつくった法人である。行政

（地方自治体）も法人である。公金でないような言

い方をしているが、町民はそう思っていない。昨日

の東藻琴地区での報告会では、議長は１８０万円と

言っていた。言っていることが違うのではないか。

● イチゴの売払金と苗、土の入れかえ代を合わせる

と、３００万円程度ということである。 
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⑧ 広報の中身では、十分なお詫びになっていない。 ● 行政側に伝えておく。 

「意見交流会の部」での質問・意見等 

主な質問・意見等 議会側の回答 

① 議会として、現地に行くなど調査することは行っ

たのか。議員には調査権がある。 

● 議員個人で「調査活動」はできるが、議員個人に

「調査権」はない。委員会での所管事務調査や、必

要な場合は特別委員会を設置することが必要であ

る。 

② イチゴの廃棄に伴う損害について、この資料に３

００万円とあるが、過小評価である。９月に植えた

ものを検査に出すまで１００日かかっている。今回

は収穫までを６０日で試算している。どういうこと

か。 

● 担当課からの説明事項を含め、本日寄せられた意

見等も踏まえながら、所管委員会で再度精査した

い。 

 

● 植えつけた苗の大きさなど、物の違いもある。 

③-1 自治基本条例策定後、主だった動きが見えてこ

ないのは、どういうことなのか。 

 

 

 

 

③-2 限界集落について、どう考えているのか。高齢

化、少子化、晩婚化が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-3 農業、商工業の後継者不足について、どう考え

ているのか。 

 

 

 

 

 

 

● 自治基本条例が施行されたのは、平成２４年６月

２１日である。どう活用しているのかというのを判

断するには、まだ短い期間であると感じる。条例の

中には、一定期間をあけて見直す必要があると謳っ

ている。今後、見直すことにはなる。 

 

● 限界集落ということだが、総務文教厚生常任委員

会では少子高齢化をテーマにしている。子供を安心

して育てられる環境を整えるのが大事である。実際

に、小学生まで医療費の無料化が行われ、幼稚園の

保育料も大空町は安い。公営住宅も充実させる。高

齢化については在宅と介護予防を照らし合わせて

行っていく必要がある。介護保険料にも影響するこ

とから、単に施設をつくればよいということではな

い。高齢者の足の確保も必要。さまざまな取り組み

を行い、安心して子供を産み、育てる環境が整えら

れていけば、限界集落の加速度も緩まるのではない

か。 

 

● 農業委員会の中で積極的に、今で言う「婚活」を

行っている。未婚の方は、積極的にかかわってもら

いたい。 

  商店街の閉塞という部分では、商店街がある程度

潤えば、そういう状況を見て後継者の意識にもつな

がると思う。しかし、数年で対応し切れるものでは

なく、商店街の活性に向けた手法を模索しなければ

ならない。商店街の活気ある状況をになれば、経営
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③-4 農業が主産業である本町など、農村部ではＴＰ

Ｐ対策として、６次産業化が必要であると感じる。

それをどう興していくか、真剣に考える必要がある

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-5 朝日ヶ丘パークゴルフ場についてだが、町長と

議会に責任があると感じる。つくる場所も、町なか

につくるべきではなかったのか。 

 

する親の姿などを見ていくことで、後継者の育成に

もつながるのではないか。 

 

● （ＴＰＰの話だが、商店街活性化という観点の質

問があったため、）商店街再生に関することについ

ては、過去に「まちづくり推進委員会」を組織し、

ワークショップ等を１年かけて行い、４００人を動

員するような状況にもあった。 

  自治体も財政難であり、平成１５年には商工会へ

の助成が厳しいという話も出された。その後は商工

会に組織する委員会という委員会が、なくなった。

自治体の支援や仲間の意識、強固さ、後継者問題な

ど、いろいろな問題があって、今日のような状況に

至っている。 

 

● （意見として受けとめる） 

④ 朝日ヶ丘のパークゴルフ場についてだが、利用者

数の減はコースが悪いというのは言い逃れであっ

て、他市町村のパークゴルフ場と見劣りするもので

はない。 

  あずまやの周辺が荒地になっている。そこに１コ

ースつくって、常時１コースを休ませておく必要が

あるのではないか。早急にコースをつくって、芝の

調整を行っていただきたい。  

● 常任委員会として、行政側に申し伝えたい。  

 

⑤ 朝日ヶ丘のパークゴルフ場の利用者減について

は、そこだけではなく、高齢化が進み、パークゴル

フをする人数自体が減ってきているのではないか

と感じる。 

  また、利用期間は始めるのが早く、終わるのが遅

いのではないか。芝が目を出して定着する前から開

放するため、傷みやすいのではないか。 

  １１月まで開放しているが、芝をもう少し大事に

する必要があるのではないか。 

● 行政側に伝えて協議していきたい。 

 

● 自治会のふれあいトークでも、町長がコースの拡

大をできないかという話をしていた。定期的に一部

のコースを休ませて芝を管理する必要があるので

はないかという話もあった。 

⑥ 社会教育事業支援施設として、町が用地と建物を

取得するということが議会に報告されているよう

だが、どの程度進んでいるのか。目的は何か。 

 

 

● 町で取得して、青年団体、郷土芸能保存団体の活

動拠点として使用していきたいという説明を受け

た。教育委員会の意向ということで説明を受け、こ

れから議会の中で審議をしていく段階である。 
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⑦ 役場の周辺にも施設があるが、そこの会議室も利

用することはできないのか。確認を行っているの

か。 

● 会議を開催するのが勤務後ということもあり、時

間の制限がある。また、活動の頻度も多いため、思

い切った活動ができないようである。網走管内の青

年団体協議会の事務局も担っているということも

あり、青年団体協議会から要望書が上がっていると

いう説明を受けた。検討をした中で、施設を使用し

たいということである。 

⑧ 進め方について要望だが、意見は聞いていただき

たいが、長時間にならない進め方をしていただきた

い。 

   

 

⑨ 一人でも多くの意見を聴くべきではないか。大事

な会議を時間で制限するのは、もったいない。 

 

⇒ （上記⑧発言の方が、⑨の発言を受けて） 

  用事がある方は帰ってよいという進め方では、本

来の意味に達しないのではないか。全体で行うから

こそ意味があるものである。 

 

⇒ ※数名の町民から、継続要望の声があり。このま

ま継続し、用事等がある方は、残念ながら随時退席

いただく方向で、交流会を継続する。 

 

⑩-1 社会教育事業支援施設の取得に関してだが、大

空町の青年団体協議会の構成員はどれくらいいる

のか。 

⑩-2 新たに財産を取得するということだが、我慢す

るところは我慢する必要があるのではないか。本当

に必要なのか。大空町には大小合わせて３０ほどの

会議出来る施設がある。条例改正等工夫して使用で

きる場所はあるのではないか。 

３０人ぐらいで土地が２，０００万、建物が５０

０万あてがう必要があるのか。 

  町から出されたものは全て原案可決ではないか。

⑩-3 女満別高校の寄宿舎は、着工していると聞いて

いる。短期間に議会で議決している。甘いのではな

いかと感じている。審議期間が短い。慎重に審議し

ていただきたい。 

● ３０人前後ということである。 

 

 

● 総務文教厚生常任委員会で説明を受けたばかり

であり、今後全体の問題として審議していくことに

なると感じる。各委員の考えもあり、今後審議する

段階である。 

 

 

 

 

● 寄宿舎について、昨年も建物を購入したが満室で

ある。また、高校の間口が拡大になり町外からの希

望者が多くいた。受入れる環境を整える体制が必要

である。 

⑪ 青年層の力は少子高齢化、過疎化対策につながる

こところがあると感じる。若者が交流する場がある

のは嬉しいことである。公共施設だと使用時間の制

約、飲酒の制約、使用料の関係もある。 

● 貴重な意見として受けとめたい。 
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⑫ 商店街の現状を職員は把握しているのか。職員と

して、町内の行事に参加をしているのか。大空町の

活性化を図るのであれば、現状を見る必要があるの

ではないか。 

● 貴重な意見として受けとめたい。 

 

 

 

⑬ 議会だよりの一般質問の写真に同じものを使用

しているのではないか。 

● 基本的には、毎回撮影をしている。一部、ピンボ

ケなどの事情により同じものを使用していること

はある。今後、気をつけていきたい。 

⑭-1 パークゴルフのコースを認定していただき、大

きな大会を開催していただきたい。コースのレイア

ウトを検討し、パークゴルフ協会の認定を受けて、

しっかりとしたコースをつくっていただきたい。 

 

⑭-2 近郊の状況、意見を聞いて参考にしていただき

たい。 

● 行政側に要望があったことは伝える。 

 

 

 

 

● 総合管理協同組合が指定管理を受けて管理して

いる。町長部局と協議をして進めていきたい。パー

クゴルフ協会と連携をとり、協同組合には自助努力

に励むように要請していきたい。 

⑮-1 某議員が退席されたが、承知しているのか。 

 

⑮-2 マイクの状況が悪い。事前に確認する責務があ

る。 

⑮-3 教育委員会と福祉課で行っている放課後児童

クラブ事業を育成協へ下請けに出すという話を聞

いた。児童クラブで働いている女性は、劣悪な労働

条件である。子育ての事業に関して下請けに出すと

いうことが事実であれば、行政としての事業に対す

るスタンスを、どう考えているのか。 

⑮-4 集約すべき理由は何か。広報などで報告してい

ただきたい。 

● 来客があるということで、議運の委員長として許

可をした。 

 

 

● 下請けではなくて、充実させるために育成協にと

いうことである。一部を管理していただき、集約化

したいということである。 

 

 

 

● 行政側と協議したい。 

⑯ 議会の映像についてだが、議員にもカメラを振っ

ていただきたいと議長に要望をした。広報委員会の

際、事務局長が議員にカメラを向けるのは失礼だと

発言したそうである。どういう意味なのか。 

 

● 議員にカメラを向けるのは失礼と発言したもの

ではない。「議員を監視する」という意味で使用す

るのは失礼ではないかという意味合いである。議会

中継は議会を公開する意味である。 

 

● 議席で答弁する際は、周辺も映る。 

 

● 今後は、映像配信の仕方も機器の更新で変わって

くる。どのような配信の仕方がよいか協議していき

たい。 

 


